
〒

TEL FAX

〒

TEL 03(3542)1202（代） FAX 03(3545)5351

〒

TEL FAX

〒

TEL FAX

〒

TEL FAX

〒

TEL FAX

〒

TEL FAX

〒

TEL FAX

〒

TEL FAX

〒

TEL FAX

〒

TEL FAX

〒

TEL FAX

〒

TEL FAX

〒

TEL FAX

〒

TEL FAX

〒

TEL FAX

兵 庫 工 場 綾 部 工 場

営業所

615-0072 京 都 府 京 都 市 右 京 区 山 ノ 内 池 尻 町 ６ 番 地

075(314)3611（代） 075(314)3677

076(232)7705

06(4866)5387

和 歌 山 県 和 歌 山 市 黒 田 １ 丁 目 １ 番 １ ９ 号 阪 和 第 一 ビ ル ５ 階

980-0011 宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 上 杉 ３ 丁 目 ３ － ２ １ 上 杉 Ｎ Ｓ ビ ル ２ 階

022(266)2531（代）

茨 城 工 場 秋 田 工 場

0297(45)0239

茨 城 出 張 所

920-0031

022(267)0959

048(662)3511（代） 048(654)5533

260-0016 千 葉 県 千 葉 市 中 央 区 栄 町 ３ ５ － １ ４ Ｆ Ｃ 千 葉 ビ ル ６ 階

075(314)0021（代）

302-0108 茨 城 県 守 谷 市 松 並 １ ９ ６ ４ － １

工 場
関 東 工 場

滋 賀 営 業 所

京 都 営 業 所

西 部 支 社

本 社 ・ 東 部 支 社 104-0045

018(535)3221（代） 018(535)3222

043（201）2001（代） 043(201)2003

010-0341 秋 田 県 男 鹿 市 船 越 字 内 子 ２ ９ ４ 番 地 （ 秋 田 工 場 内 ）

営業所
東 京 営 業 所

千 葉 営 業 所

仙 台 営 業 所

横 浜 営 業 所

埼 玉 営 業 所

秋 田 営 業 所

231-0033 神奈川県横浜市中区長者町５－８５明治安田生命ラジオ日本ビル８階

104-0045

東 京 都 中 央 区 築 地 １ 丁 目 ８ 番 ２ 号

03(3542)1201（代） 03(3545)1207

東 京 都 中 央 区 築 地 １ 丁 目 ８ 番 ２ 号

331-0812 埼 玉 県 さ い た ま 市 北 区 宮 原 ３ － ５ ８ ６ サ ニ ク ス ２ １ Ａ － ３ ０ １

阪 神 営 業 所 532-0003 大 阪 府 大 阪 市 淀 川 区 宮 原 ４ 丁 目 ３ 番 12 号 新 大 阪 明 幸 ビ ル ５ 階

615-0072 京 都 府 京 都 市 右 京 区 山 ノ 内 池 尻 町 ６ 番 地

075(314)1631

615-0072

仙 台 工 場

045(264)2670代） 045(261)0670

石川県金沢市広岡１丁目１０番９号クオリティシャトウ１０２号室

06(4866)5381（代）

073(471)2821（代） 073(471)2847

0297(45)3616

075(314)0021（代） 075(314)1631

京 都 府 京 都 市 右 京 区 山 ノ 内 池 尻 町 ６ 番 地

052(231)8481（代） 052(201)8350

532-0003 大 阪 府 大 阪 市 淀 川 区 宮 原 ４ 丁 目 ３ 番 12 号 新 大 阪 明 幸 ビ ル ５ 階

和歌山営業所

名古屋営業所 450-0003 愛 知 県 名 古 屋 市 中 区 錦 １ 丁 目 ６ 番 ５ 号 名 古 屋 錦 シ テ ィ ビ ル ７ 階

640-8341

金 沢 営 業 所

076(232)7701（代）

神 戸 出 張 所

恵 那 工 場和 歌 山 工 場

工 場
滋 賀 工 場 春 日 井 工 場湖 東 工 場

06(4866)5381（代） 06(4866)5387

４．２２Ａ版

旭コンクリート工業株式会社
本社　　　東京都中央区築地１－８－２ ＴＥＬ　０３－３５４２－１２０１

旭コンクリート工業株式会社
ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ａｓａｈｉ-ｃｏｎｃｒｅｔｅ．ｃｏ．ｊｐ/

本社・東部支社　東京都中央区築地１－８－２ ＴＥＬ　０３－３５４２－１２０１
　　　西部支社　京都府京都市右京区山ノ内池尻町６ ＴＥＬ　０７５－３１４－３６１１



ＰＣ鋼棒による縦締連結工法

　推進工法用ＰＣボックスカルバートは１函体ずつ
　近年、都市化の進展に伴う下水道・地下道・共同溝等の管路構造物の施工において、交通渋滞の解消、 推力により前進し、管渠を形成すると同時に、前後

騒音や振動の防止、立地条件や環境条件から推進工法の採用が増加しています。このような状況のもと、 到達側 の製品が一体となるようにＰＣ鋼棒による緊張を行

当社は推進工法を更に効率化・機能化できる、推進工法用ＰＣボックスカルバートを規格化しています。 います。

鋼製カラー

　前後の函体間にズレ・ねじれがおきにくく、又上

下、左右にも蛇行しないように函体に予め鋼製カ

１） 工場製品なので、品質が均一で安定しています。 ラーを埋め込まれている製品（鋼製カラー先付け

タイプ）を標準としています。

２） 鋼製カラー先付けタイプを標準とし、現場組立ての効率化と精度の良い製品を納めることが出来ます。

３） ＰＣ鋼棒を使用し製品の接合部にプレストレスを与えること（縦締連結工法）により、ジョイント部の止水及び 発進側

製品同士の一体化が図れ、不同沈下を防止できます。 発進側

４） 所定の強度に達した製品を現場に搬入するので、無駄のない施工工程が計画できます。

５） 部材断面方向をプレストレストコンクリート部材とすることによって、施工時に発生しうる負荷荷重でのひび割れ
防止対策を取ることができます。

到達側

標準型 Ｅ型：鋼製カラー先付けタイプ Ｆ型：鋼製カラー後付けタイプ

※その他の設計条件につきましては

　別途設計となります。

×

側　面　図 断　面　図 ×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×
×

注１） ※1：Ｌは呼び長さを表します。

１） 立坑下に基礎栗石（砕石）・基礎コンクリートを設け、その上に推進台を取付けます。 上記以外の製品については、別途設計となります。

注２） 大口径の推進施工では、多分割ボックスカルバート及び２連ボックスカルバートの採用もできます。

２） 運搬されてきたボックスカルバート（函体）はクレーンにより立坑内の推進台上に吊り下ろします。既に推進
した函体と推進台に吊り下ろした函体を鋼製カラーを介在させ、ＰＣ鋼棒の緊張定着により一体化します。

３） 押し輪を介して元押しジャッキにより函体を推進させ１函体分前進させた後、ＰＣ鋼棒を再緊張し一体化します。

４） この手順を繰り返します。
推進時は、刃口前方において掘削を行い、逐次１函体分のスペースを確保するように函体を推進します。

５） その他、ご要望によっては特殊工法へ利用していただけるように、製品加工を行なうことができます。

1500 16,500

1500 15,380

350 350

3600 3200 350 350

3600 3700

1860 1860 180 180 180 150 2000 6,270
1500 1200 1500 1200

1500 1500 1500 1500

2000 5,7301860 1560 180 180 180 150

1500 1500 150 150 150 150 2000 4,280
1000 1000 1000 1000

1200 1200 1200 1200

2000 3,6801300 1300 150 150 150 150

１．５０ｍ～６．００ｍ

ＧＬ－０．５０ｍ

T1

150 150 2000 3,380

T2 T3

コンクリートの設計基準強度

設計荷重

土被り

地下水位

B×H
呼　び

ｆ’ｃｋ＝５０Ｎ／ｍｍ
2
を標準とする。

Ｔ－２４５（後輪一輪１００ｋＮ）

C

参考質量
（kg／個）

L(*1) Ｅ型，Ｆ型

形　状　寸　法　(単位mm)

 B H  B’ H’

3000

3500

3000

1800

1800

2000

2000

2000

2300

3000

2500

2500

2800

2800

1500

1800

1500

1800

2000

2500

2000

2500

2500

3000

2000 1500

2000

2500

2000

2000

2500 2500

1800 1500

1800 1800

2800 2000

2000 1800

2000 2000

2300 2000

2500 2000

3500 2500

3000 2500

3000 3000

2800 2500

3000 2000

2200 1900 200 200 2000 7,630

200 150 2000 8,230

200 150

2400 1900 200 200

2200 2200 200 200

200 150 2000 8,630

200 150 2000 8,030

2400 2400 200 200

2400 2200 200 200

230 150 2000 11,170

200 150 2000 9,030

3000 2560 280 280

2760 2460 230 230

250 150 1500 11,160

250 150 1500 10,220

3360 2600 300 300

3000 3060 280 280

280 200 1500 13,110

280 200 1500 12,060

350 350

3360 3100 300 300

3600 2700 200 1500 14,250

350 300 1500

300 200

300 200

800 800 800 800 2000 2,950

4200 3260 380 380

1100 1100

19,210

300

150 150 150 100

150 150900 900 900 900 1200 1200

お問い合わせは？
末頁に記載している当社各事業所（営業所、出張所）にご連絡下さい。

Ｌ 鋼製カラー

連結金具

Ｌ

縦締めＰＣ鋼棒

Ｃ

Ｃ

Ｔ
１

Ｈ
Ｔ
２

Ｈ
’

Ｔ３ Ｂ Ｔ３

Ｂ’

鋼製カラー 目地溝

ａ

ａ

ａ－ａ

グラウトホール

発進立坑内

ボックスカルバート

クレーン

セメント，滑材

滑材混合機

滑材圧送ポンプ

グラウトホース

ジャッキ
（４～２０本）

支圧壁

押角

刃口
注入孔 発進坑口 押輪

ストラットボックスカルバート

基礎栗石

基礎コンクリート

推進台

推進台

基礎コンクリート

基礎栗石

ジャッキ

ストラット

ダンプトラック

鋼製カラー

鋼製カラー

目地溝

ａ－ａ

鋼製カラー
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